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３・４上　題材別カリキュラム

■題材別カリキュラムについて
この資料は，年間指導計画の作成に必要な内容を記載しています。
地域や学校の実情に合わせた年間指導計画のご作成にお役立て下さい。

	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
［共通事項］との関連・
育てたい子ども像
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
心のもよう
（２～４）

絵に表す
	題材の目標：
自分の気持ちをいろいろな形や色で表すことを楽しみ，表し方や組合せを考え工夫して表す。

〔共通事項〕との関連：
材料や用具を工夫して表した形や色から，自分の気持ちを表すイメージをもつ。

育てたい子どもの姿：
「表したい」という気持ちをもち，自らに問いかけながら自分なりの方法で率直に表そうとする子ども。
	〇自分の気持ちをいろいろな形や色で表す活動への関心や見通しをもつ。
〇カード状の画用紙に，自分の感情や気持ちについて思い描いたイメージになるよう試しながら，形や色を考え工夫して表す。
○自分の思いがより表されるように，カードを並べたり構成したりして表す。
〇友人と作品を見せ合い，よさや面白さを感じ取る。
	（関）自分の気持ちを形や色で表すことを楽しもうとしている。
（想）心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
（技）絵の具や筆などの特徴を生かしながら，濃淡やにじみ，重なりや動きなどの表し方や，カードの組合せ方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，よさや面白さを感じ取っている。
◎（想）試し表す中から，心や感情について自分の思い描いたイメージが表れるような形や色を考えている。
	教師・児童：新聞紙　など
教師：画用紙，段ボール紙，黄ボール紙，パステル，ローラー，ぼかし網　など
児童：水彩用具一式，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（６）自分の特徴を知って，悪い所を改めよい所を積極的に伸ばす。」と関連が深い。形や色で自分の気持ちを表すことは，今の自分を見つめ直すことでもある。直接言葉で表すことが難しいことでも，形や色を通すことで表現できることがある。



題材別カリキュラム表は下記の内容で構成されています。
1 ページ／題材名／配当時間／分野
・各題材の教科書掲載ページ，題材名などを示しています。
・配当時間は，学校や児童の実情に合わせて柔軟な取り扱いができるよう，基本的に幅をもたせて設定しています。
・分野は，学習指導要領に示された「造形遊びをする」「絵に表す」「立体に表す」「工作に表す」「鑑賞する」に該当する内容を示しています。

2 題材の目標
・各題材での児童の活動の目標を示しています。
3 〔共通事項〕との関連
・学習指導要領に示された当該学年の〔共通事項〕を踏まえて，題材における〔共通事項〕との関連を示しています。
4 育てたい子どもの姿
・題材に取り組むことで育みたい子どもの資質・能力について示しています。
5 主な学習内容
・児童の活動を中心として，授業の流れを追って示しています。

6 題材の評価規準の例／（◎は重点化の観点 ・ Aと評価する例）を設定しました。
・各題材の観点別評価規準の例を示しています。「おおむね満足できる」状況（Ｂ）について記載しています。
・◎は，その題材で重点化してほしい評価の観点について「十分満足できる」（Ａ）の例を記載しています。
・評価規準例の略号は下記のとおりです。
　（関）：造形への関心・意欲・態度
　（想）：発想や構想の能力
　（技）：創造的な技能
　（鑑）：鑑賞の能力
※評価については，一つの題材だけでなく，複数の題材のまとまりの中で４観点をバランスよく押さえていくことが大切です。
以下に中央教育審議会・初等中等教育分科会・教育課程部会『児童生徒の学習評価の在り方について（報告）』（平成22年3月24日）に関して，文部科学省のホームページより関連部分を転載しましたのでご参照下さい。
詳細は以下のサイトをご覧下さい。（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/004/gaiyou/attach/1292216.htm）

（評価時期）
○授業改善のための評価は日常的に行われることが重要である。一方で，指導後の児童生徒の状況を記録するための評価を行う際には，単元等ある程度長い区切りの中で適切に設定した時期において「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価することが求められる（※７）。
「関心・意欲・態度」については，表面的な状況のみに着目することにならないよう留意するとともに，教科の特性や学習指導の内容等も踏まえつつ，ある程度長い区切りの中で適切な頻度で「おおむね満足できる」状況等にあるかどうかを評価するなどの工夫を行うことも重要である。
（※７）平成20年1月17日答申においては「１単位時間の授業において評価の４観点（関心・意欲・態度，思考・判断，技能・表現，知識・理解）のすべてを評価しようとしたり，授業冒頭に「進んで取り組んでいるかどうか」をチェックし，チェック終了後授業に入ったりするなど評価のための評価となっている不適切な事例も見られる」との指摘がある。
7 主な材料・用具
・授業で必要な，主な材料や用具について，教師や児童が準備するものを分けて示しています。「教師・児童」と表記したものは，教師と児童それぞれが準備するものです。
8 関連
題材に関連する事項を示しています。必要に応じて幼稚園・保育所との関連，道徳との関連，他の題材との関連，他教科等との関連，中学校の学習内容との関連について分けて示しています。
・幼稚園・保育所との関連
小学校と幼稚園・保育所との学びの連続性を意識し，幼稚園教育要領，保育所・保育指針を踏まえ，幼稚園・保育園と低学年の活動内容のつながりを示しています。
・道徳との関連
道徳と特に関連が深い題材について，小学校学習指導要領解説道徳編を踏まえ，具体的な内容項目を示しています。
・他の題材との関連
他の題材と特に関連が深い題材について，具体的な内容を示しています。
・他教科等との関連
他教科や学級活動，学校行事などと関連を図ることができる題材について，各教科の学習指導要領解説を踏まえ，具体的な内容を示しています。
・中学校の学習内容との関連
小学校と中学校の９年間で一貫して資質や能力を育成する観点から，低・中学年からの積み重ねを基に，中学校学習指導要領解説美術編を踏まえ，高学年と中学校の活動内容とのつながりを示しています。また，技術科との活動内容とのつながりも示しています。
	ページ・題材名・（配当時間）・
分野
	題材の目標・
〔共通事項〕との関連・育てたい子どもの姿
	主な学習内容
	題材の評価規準の例
（◎は重点化の観点・Aと評価する例）
	主な材料・用具
	関連

	p.8・9
いつもの場しょで
校ていで
（２～４）
造形遊びをする

	題材の目標：
集めた材料で，見慣れた校内の場所に働きかけて，季節に応じて場所の様子を変化させたり，変化した様子を楽しんだりする。
〔共通事項〕との関連：
身近な材料やいつもの場所の形や色をとらえ，いつもの場所を変身させるイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身の回りのものでも，工夫次第で様々な面白いことができることに楽しみを感じ，追求していく子ども。
	○身近な場所から集めた材料を使い，見慣れた校庭の場所に働きかけて，場所の様子を変化させる活動に興味をもつ。
○場所の特徴から思い付いたことを試したり，集めた材料の使い方を工夫したりして，場所の様子を変化させて楽しむ。
○様子が変化した場所をデジタルカメラで撮影してもらい，活動した場所を元通りに片付ける。
	（関）見慣れた校庭の場所に働きかけ，集めた材料で場所の様子を考える活動を楽しもうとしている。
（想）場所の特徴から発想したり，集めた材料の形や色からできることを思い付いたりしている。
（技）場所の様子が変化するように，集めた材料を生かしたり使い方を工夫したりしている。
（鑑）変化した場所の様子を感じて，友人と話し合いながら活動のよさを感じ取っている。
◎（想）季節を感じて，場所の特徴から発想したり，集めた材料の形や色からできることを思い付き，試したりしている。
◎（技）場所の特徴をとらえ，様子が変化するように効果的な材料の使い方などを工夫している。
	教師・児童：身近な人工材（透明なプラスチック容器やペットボトルなど），自然材（木の枝，葉っぱ），セロハンテープ　など
教師：粘着テープ，共同絵の具，デジタルカメラ　など
児童：はさみ　など
	道徳との関連：
「３-（２）自然のすばらしさや不思議さに感動し，自然や動植物を大切にする。」と関連が深い。自然の材料や身の回りの場所の感じに触れながらの造形活動から自然のすばらしさを感じることで，道徳の指導に生かすことができる。

	校しゃの中で
（２～４）
造形遊びをする
	
	○自分たちの身近なところから集めた材料を使い，見慣れた校舎内の場所に働きかけて，場所の様子を変化させる活動に興味をもつ。
○場所の特徴から思い付いたことを試したり，集めた材料の使い方を工夫したりして，場所の様子を変化させて楽しむ。
○様子が変化した場所をデジタルカメラで撮影してもらい，活動した場所を元通りに片付ける。
	（関）見慣れた校舎内の場所に働きかけて，集めた材料で場所の様子を変える活動を楽しもうとしている。
（想）場所の特徴から発想したり，集めた材料の形や色からできることを思い付いたりしている。
（技）場所の様子が変化するように，集めた材料を生かしたり使い方を工夫したりしている。
（鑑）変化した場所の様子を感じて，友人と話し合いながら活動のよさを感じ取っている。
◎（想）季節を感じて，場所の特徴から発想したり，集めた材料の形や色からできることを思い付き，試したりしている。
◎（技）場所の特徴をとらえ，様子が変化するように効果的な材料の使い方などを工夫している。
	教師・児童：身近な人工材（透明なプラスチック容器やペットボトルなど），自然材（木の枝や葉など），セロハンテープ　など
教師：粘着テープ，デジタルカメラ　など
	

	p.10・11
色・形　いいかんじ！
（１～４）
絵に表す
	題材の目標：
水彩絵の具で思いのままにかきながら自分の色や形を見付け，いろいろ試しながら表し方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
水彩絵の具でかくことで生まれる色や形をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分が「いい感じ」と思う色や形，表し方を見付けてかく楽しさを味わい，自分の思いをもつことに喜びを感じる子ども。
	〇水彩絵の具の基本的な使い方を知り，活動への関心をもつ。
〇水と筆の使い方を試しながら，自分の色をつくることを楽しむ。
〇色づくりを楽しみながら，思いのままにかくことや感覚を通して自分の色や形を見付ける。
〇自分の色や形で試し表しながら，思いに合う表し方を工夫する。
〇自分や友人の色や形のよさや面白さについて話し合う。
	（関）自分の色や形を味わいながら，水彩絵の具で表すことを楽しもうとしている。
（想）思いのままに表しながら，自分の色や形を見付けている。
（技）絵の具を混ぜたり重ねたり，いろいろ試しながら，表し方を工夫している。
（鑑）自分たちの活動や作品から，できた色や形のよさや面白さなどを感じ取っている。
◎（想）自分の色や形の「いい感じ」を見付けながらイメージを広げている。
	教師：画用紙（いろいろな大きさに切っておいたもの）　など
児童：水彩用具一式
など
	道徳との関連：
「１-（５）自分の特徴に気付き，よい所を伸ばす。」と関連が深い。図画工作の活動においては自分自身を肯定的にとらえることから表現が始まるが，初めて主たる描画材として水彩絵の具に触れ色をつくりかいていく中で，自分にとってよいと感じる色や形を見付けることができるように指導したい。

	p.12・13
切ってかき出しくっつけて
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
粘土を切ったりけずったりしてできた形を組み合わせながらつくりたい形を思い付き，立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
用具や手を使ってできる粘土の形の面白さをとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
学んだ技法を組み合わせ，試しながら目標に向かって粘り強く取り組む子ども。
	○教科書を見て，用具の基本的な扱いについて知り，活動の見通しをもつ。
○様々な切り方やかき出し方をどんどん試しながら，できた形を組み合わせて，自分の気に入った形にしていく。
○できた形を友人と見せ合い，用具の使い方と表し方のよさや面白さについて話し合う。
	（関）粘土を切ったり，かき出したりした形を組み合わせることを楽しもうとしている。
（想）切り口の形や組み合わせてできた形を基に表したい形を思い付いている。
（技）切り方や，かき出し方を試しながら，表し方を工夫している。
（鑑）表し方のよさや面白さをとらえ，感じ取っている。
◎（技）切り方や，かき出し方を試し，感じの違いを比べながら，表し方を工夫している。
	教師・児童：粘土板
など
教師：土粘土（１人２～３㎏），切り糸，かきべら，霧吹き　など
児童：粘土べら，雑巾
など
	他の題材との関連：
３・４下p.12・13「立ち上がれ！ねん土」（立体に表す）において，のし棒や板づくりについて学び，５・６上p.34・35「使って楽しい焼き物」（工作に表す）へとつながる題材である。粘土に触れると同時に切り糸やかきべらという用具にも十分に触れて扱いに慣れるようにしたい。

	p.14・15
ふんわりふわふわ
（１～４）
工作に表す
	題材の目標：
送風機やうちわなどで上向きの風をつくり，浮き上がったり降りてきたりする楽しい動きを表すものをつくる。
〔共通事項〕との関連：
材料の形や色をとらえ，風の力で浮かぶもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
見えないものを生かして楽しんだり，予想外の反応にも面白さを感じ取ったりする子ども。
	○教科書や教師が示す袋の動きを見て，活動内容に興味をもつ。
○実際に送風機で袋を浮かび上がらせたり，浮かぶ動きを見たりしながら，表したい動きや材料の使い方を考える。
○楽しい動きを表せるように，形や大きさが違う袋やいろいろな色や長さのテープのつなぎ方や組合せ方を試して，動きを工夫しながらつくる。
○送風機やうちわなどでいろいろな強さの風をつくり，できる動きを見せ合い，互いの表した動きのよさや楽しさについて話し合う。
	（関）風の力を利用してできる楽しい動きを，ポリ袋や身近な材料を使って表すことに取り組もうとしている。
（想）浮かび上がらせるものの形や色，浮かんだ時の動きなどを思い付いたり，浮かべながら飾りを考えたりしている。
（技）楽しく動くように，袋やテープのつなぎ方を試したり，つくり方を工夫したりしている。
（鑑）自分や友人が表した動きの楽しさや表し方の共通点や相違点，工夫などをとらえている。
◎（関）何度も動きを試したり，つくったものの動きを確かめたりしながら，楽しい動きになるようにつくり続けようとしている。
◎（想）思った動きになるように，袋の形や大きさ，テープの色や長さを選び，袋と袋，袋とテープのつなぎ方などを繰り返し試し，考えている。
	教師・児童：セロハンテープ，うちわ　など
教師：いろいろな大きさの半透明ポリ袋，傘用ポリ袋（半透明なもの），スズランテープ，送風機　など
児童：油性サインペン，はさみ　など
	他教科等との関連：
理科との関連が深い。送風機は理科の備品として多くの学校に設置されている。また送風機がなくともうちわなどで風を起こし遊ぶことで，風の力の学習との関連を図ることができる。

	p.16・17
立ち上がった絵のせかい
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
立てた紙の形による見え方の面白さを生かしながら，感じたことや想像したことを絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
立たせた紙の形から，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
使い慣れたものでも，扱い方を変えることで違った表し方ができることに面白さを感じ，表現する子ども。
	○立ち上がった紙に絵をかくことに興味をもち，自ら表すことに意欲をもつ。
○紙のいろいろな折り方や曲げ方，立たせ方を試しながら，見え方や表し方をイメージし，絵に表したいことを思い付く。
○画用紙や色画用紙から思いに合うものを選び，見え方を確かめながら，絵に表す。
○友人と作品について話し合い，表したかったことや表し方のよさ，面白さを味わう。
	（関）立てた紙に絵をかくことに興味をもち，工夫のある表し方に取り組もうとしている。
（想）立てた紙の形から，見え方の面白さに気付き，表したいことを考えている。
（技）立てた紙の特徴を生かせるように，紙の立ち上げ方や見え方，かき方など表し方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合い，工夫したところや，見え方の面白さについて話し合い，表現を味わっている。
◎（想）立てた紙の形や見え方の特徴をよりよく生かすことができる内容を考えている。
	教師：画用紙，色画用紙，クリップ　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス，はさみ，のり
など
	他教科等との関連：
表と裏，内と外といった感覚を，紙を立体的に立ち上げる中で認識する本題材は，算数科における空間認識などにつながる題材である。

	p.18・19
カラフルフレンド
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
いろいろな色の紙や形の組合せ方を工夫し，楽しい「友だち」をつくり，飾る場所を考える。
〔共通事項〕との関連：
ふわふわでカラフルな紙や袋の形や色，感触をとらえ，楽しい「友だち」のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料の組合せや扱いを工夫して，新しいものをつくることを楽しむ子ども。
	○どの色の紙を組み合わせようか考え，紙を丸め，透明な袋に入れていく。
○袋の組合せ方を試しながら，どんな形の「友だち」をつくるか考える。
○飾りなどをつくり，思いに合った「友だち」の形にしていく。
○「友だち」を飾りたい場所を考え，置いた様子をデジタルカメラで撮影する。
○自分や友人の作品のよさや見せ方の工夫を話し合う。
	（関）いろいろな色の紙を透明な袋に入れ，袋の形を組み合わせて立体に表すことを楽しもうとしている。
（想）袋を組み合わせて，楽しい「友だち」のイメージをもち，つくりたいものを考えている。
（技）楽しい「友だち」の形や色の組合せ方を工夫している。
（鑑）「友だち」を飾りたい場所を探して，その場所に置いた時のよさや面白さを感じ取っている。
◎（想）楽しい「友だち」になるような飾りを考えている。
◎（鑑）「友だち」を置く向きや，どの角度で「友だち」を見たら，よりすてきに見えるかを探している。
	教師：いろいろな大きさの半透明ポリ袋，傘用ポリ袋（半透明なもの），お花紙（薄紙），両面テープ，デジタルカメラ　など
児童：油性サインペン，はさみ　など
	他の題材との関連：
p.38・39「ここがお気に入り」（鑑賞する）と関連が深い。作品をつくるだけではなく，飾る場所を探す活動は，身近な空間のよさを感じるという鑑賞の活動と関連している。

	p.20・21
うれしかったあの気もち
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
うれしかったことを，その時の気持ちが伝わるように，表し方を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
心に残ったことを通して形や色をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
うれしかったことやその時の気持ちを大切にして表し伝える楽しさを味わう子ども。
	○自分がうれしい気持ちになったことから絵に表したいことを考える。
○その時の気持ちが伝わるように表し方を考えて絵に表す。
○友人と作品を見ながら，表したかったことや表現のよさ，面白さを感じ取り，話し合う。
	（関）うれしかったことやその時の気持ちを絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）うれしかったことやその時の気持ちが伝わる，表したい場面を考えている。
（技）うれしかったことやその時の気持ちが表れるように，かき方を工夫している。
（鑑）友人と絵を見せ合いながら，表したかったことや表し方の工夫を感じ取っている。
◎（技）うれしかったことやその時の気持ちが表れるように，表し方を試したり，かき方の工夫を重ねている。
	教師：画用紙，色画用紙　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス　など
	他教科等との関連：
国語科では順序立てて説明するが，絵に表すことでその時の印象が視覚的に伝わる。それぞれの教科の特徴を生かしながら指導したい。
学校生活や学校行事など身近なところからも表したいことを見付けられるようにすることで，学校生活全般との関連を生むことができる。

	p.22・23
切ってつないで大へんしん！
ボール紙で
（２～４）
造形遊びをする
	題材の目標：
切った紙を動くようにつなぐことから面白い形の変身を思い付き，つなぐ紙の形やつなぎ合わせ方を工夫してつくる。
〔共通事項〕との関連：
切った紙をつないでできる形をとらえ，動きからイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
見慣れた材料でも，扱い方を変えることで新たな活動を思い付き，違う表し方を楽しむ子ども。
	○ボール紙をつないで動かしてみて，どんなことができそうか考える。
○つないで動かしながら，思い付いた変身になるように工夫してつくる。
○つくりながら新しい変身を思い付いたらつくりかえる。
○友人同士で変身を紹介し合い，互いの材料の使い方やつなぎ方について話し合う。
	（関）ボール紙を切ってつないで動く新しい形をつくることに取り組もうとしている。
（想）つないだ形の動きから新しい形を思い付いたり，ボール紙のつなぎ方を考えたりしている。
（技）形の組合せ方やつなぎ方を工夫している。
（鑑）友人の形の組合せ方や，つなぎ方のよさや面白さを見付けている。
◎（関）積極的に友人と話し合いながらボール紙を切ってつないで動く新しい形をつくることに取り組もうとしている。
◎（技）形の組合せ方やつなぎ方をいくつも試しながら，より面白い動きになるようにつなぎ方を工夫している。
	教師・児童：セロハンテープ　など
教師：ボール紙，穴あけパンチ，割りピン，粘着テープ　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
５・６上p.16・17「コマコマアニメーション」（工作に表す）と関連付けることができる。割りピンを使って形を変化させることを知り，割りピンを使ったキャラクターづくりでの発想や効果的な使い方を考えることができる。

	だんボールで
（２～４）
造形遊びをする
	
	○段ボールをつないで動かしてみて，どんなことができそうか考える。
○つないで動かしながら，思い付いた変身になるように工夫してつくる。
○つくりながら新しい変身を思い付いたらつくりかえる。
○友人同士で変身を紹介し合い，互いの材料の使い方やつなぎ方について話し合う。
	（関）段ボールを切ってつないで動く新しい形をつくることに取り組もうとしている。
（想）つないだ形の動きから新しい形を思い付いたり，段ボールのつなぎ方を考えたりしている。
（技）形の組合せ方やつなぎ方を工夫している。
（鑑）友人の形の組合せ方や，つなぎ方のよさや面白さを見付けている。
◎（関）積極的に友人と話し合いながら段ボールを切ってつないで動く新しい形をつくることに取り組もうとしている。
◎（技）形の組合せ方やつなぎ方をいくつも試しながら，より面白い動きになるようにつなぎ方を工夫している。
	教師・児童：段ボール，セロハンテープ　など
教師：割りピン，ねじ，ナット，きり，粘着テープ，段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット　など
児童：サインペン，はさみ　など
	

	p.24・25
これにえがいたら
（２～４）
絵に表す
	題材の目標：
いろいろな材料に絵をかくことに興味をもち，材料の感じから思いを膨らませ，試し考えながら表したいものを見付け，自分なりの表し方で工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな材料の形や色，感触をとらえ，表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
材料や用具などの設定の変化に対応して発想し，その特徴を生かし工夫しながら表現につなげていく子ども。
	○基底材となるいろいろな材料を手に取り，見た感じや触った感じを確かめたりする。
○材料の感じから思いを膨らませ，どのように絵に表すか考える。
○材料の感じや特徴を生かすために，試しながら表し方を見付け工夫して表す。
○友人と作品を見せ合い，互いの活動や表し方のよさを感じ取る。
	（関）いろいろな材料に絵をかくことに興味をもち，意欲的に取り組もうとしている。
（想）材料の見た感じや手触りから思いを膨らませ，表したいものを考えている。
（技）材料の感じや特徴から表し方を試し，自分の思いに合った表し方を工夫している。
（鑑）作品を見せ合う中で自分や友人の表し方や作品のよさ，面白さを味わっている。
◎（想）材料の感じや特徴から想像したことや，感じたことを基に表したいことを見付け，形や色のよさや面白さを生かした表し方を考えている。
◎（技）材料の感じや特徴を生かした表し方を試しながら見付け，材料や用具に進んで働きかけながら思い付いた形や色の使い方を自分の思いに合わせて工夫している。
	教師・児童：布（無地や模様があるものなど）　など
教師：麻布，片面段ボール，段ボール，緩衝材，共同絵の具，木工用接着剤　　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス，はさみ，のり
など
	他の題材との関連：
これまでにも四切画用紙や八切画用紙などの定型以外の紙にかく活動をしているが，紙以外のものを基底材としてかくことで表れる感じの違いを体験することも重要である。５・６下p.22・23「墨で表す」（絵に表す）の墨と和紙との関係にもつながる。

	p.26
トントンドンドンくぎうち名人
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
金づちを使う活動を楽しみながら，木切れや枝を使ってつくりたいものを考え，つくり方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
釘を打った感触やできた形をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
新しい用具を使うことに意欲をもち，用具を生かしたものづくりを思い付き楽しむ子ども。
	○教科書を見て，金づちの扱い方，釘の打ち方を知る。
○釘打ちを試しながら，つくりたいもののイメージを広げる。
○つくりたいものに合わせて，釘の打ち方，釘の並べ方，木切れのつなぎ方をどのように工夫するか考えて表す。
○釘の打ち方を工夫することで，つくりたいものの表情や動きが変わることを知り，試しながら活動に取り組む。
○自分の作品や友人の作品のよさについて話し合う。
	（関）釘を打つことに関心をもち，金づちや釘を安全に使いながら，木切れを使って表すことに取り組もうとしている。
（想）釘を打ちながら，つくりたいもののイメージを思い付き，釘の並べ方や木切れのつなぎ方を考えている。
（技）安全に金づちや釘を使い，釘の打ち方や木切れのつなぎ方を工夫している。
（鑑）釘を使ってできた作品の面白さや美しさを感じ取っている。
◎（想）安全に金づちや釘が使えるよう考え，材料の特性を生かす表現を思い付いている。
◎（技）自分の思いに合った釘の並べ方や打ち方，毛糸や補助材などの使い方を工夫している。
	教師・児童：毛糸，モール，ビーズ　など
教師：木切れ，板材，枝，金づち，釘　など
児童：水彩用具一式，はさみ　など
	他の題材との関連：
３・４下p.34・35「ギコギコクリエーター」（工作に表す）において接合としての釘打ちを行うが，用途に合わせて釘を打つことができるようになるためにも，本題材で釘を打つことに慣れ親しむことが大切である。

	p.27
サクサク小刀名人
（２～４）
工作に表す
	題材の目標：
小刀を使う活動を楽しみながら，枝や木の棒を削ってつくりたいペンを工夫しながらつくる。
〔共通事項〕との関連：
木の枝の形や色をとらえ，小刀で削ってできるペンのイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
新しい用具を使うことに意欲をもち，用具を生かしたものづくりを思い付き楽しむ子ども。
	○教科書を参照しながら小刀の正しい使い方を知る。
○安全に気を付けながら，枝や木の棒を削り，オリジナルのペンをつくる。
○斜めに削ったり，模様になるように削ったりして，形の工夫をする。
○できたペンに墨や絵の具を付けて，かき味を楽しむ。
	（関）小刀を使う活動に興味をもち，自分だけのペンをつくる活動に取り組もうとしている。
（想）小刀で削った面の面白さや美しさを生かした作品を考えている。
（技）安全に小刀を使って削り，削った面のよさや面白さを生かした飾りを工夫している。
（鑑）削った面のよさや美しさを感じ，できたペンのかき味を楽しんでいる。
◎（技）小刀で削った面のよさや面白さを感じ，力加減や削る面積などを工夫している。
	教師・児童：枝，毛糸
など
教師：小刀，作業板，画用紙　など
児童：水彩用具一式，サインペン，墨汁
など
	他の題材との関連：
つくったペンはその後の絵に表す活動など様々な場面で活用することができる。

	p.28・29
クミクミックス
（２～４）
造形遊びをする
	題材の目標：
切って形を変えた紙に切り込みを入れて，いろいろな組合せ方を工夫しながら，新しい形をつくりだす。
〔共通事項〕との関連：
切ってできた紙の形や，紙を組み合わせてできる形の感じをとらえ，自分のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
組み合わせることで立体的なものに変化する面白さを感じ，友人と協力し大きなものをつくりだすことに喜びを感じる子ども。
	○段ボールや紙を，段ボールカッターやカッターナイフ，はさみを使って様々な形に切って組み合わせることに興味をもつ。
○切り方や組合せ方を工夫してできた形からイメージを広げて，立体的なものをつくる。
○できた形を友人と見せ合って，組合せ方の工夫や形の面白さについて話し合う。
	（関）段ボールや紙を組み合わせながら新しい形をつくりだすことを楽しもうとしている。
（想）形を組み合わせながらできた形を基に活動を思い付いている。
（技）段ボールや紙を組み合わせながら，紙の切り方や組合せ方を工夫している。
（鑑）組み合わせることで変化する形の面白さを感じ取っている。
◎（関）段ボールや紙を組み合わせながらできた形を，さらに組み合わせ，変化させることに進んで取り組もうとしている。
◎（技）大きな形をつくるために段ボールや紙の組合せ方や，組み合わせる段ボールや紙の形をいろいろ試しながら工夫している。
	教師・児童：段ボール，牛乳パック　など
教師：段ボールカッター，カッターナイフ，カッターマット　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
３・４下p.22・23「ゆめのまちへようこそ」（立体に表す）と関連が深い題材。段ボールを立ち上がらせ，立体的に組み合わせる経験を積むことが，「ゆめのまち」の活動に生かされていく。また，５・６上p.12・13「糸のこスイスイ」（立体に表す）において電動糸のこぎりで切った板を組み合わせる題材にもつながる。

	p.32・33
大すきなものがたり
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
物語の好きな場面を選び，様子を想像しながら絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
物語の好きな場面を想像しながら形や色をとらえ，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
物語の情景を様々に思い浮かべながら絵に表し，さらに想像を広げることを楽しむ子ども。
	○読んだことのある物語のうち，お気に入りの物語を選ぶ。
○物語の中でどこが一番好きな場面だったかを考えたり，友人と話し合ったりする。
○好きな場面がどのような様子か想像し，どのように表したらよいか考えながら絵に表す。
○自分の作品の工夫したところや友人の作品のよさや美しさを話し合う。
	（関）物語の好きな場面の様子を想像し，絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）物語の好きな場面を選んで様子を想像しながら，表し方を考えている。
（技）表したい場面の様子を想像して，表したいものや描画材の使い方を考え，工夫している。
（鑑）自分の作品の工夫したところや，友人の作品のよさや美しさを感じ取っている。
◎（想）物語の好きな場面を主人公や登場人物の視点でとらえたり，感じたことが表れるように試したりしながら考えている。
	教師：画用紙　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス　など
	他教科等との関連：
国語科で読んだ物語などを基に絵に表す活動をすることもできる。その際は挿絵などにイメージが引きずられないように配慮する必要がある。

	p.34・35
ひもひもワールド
（２～３）
造形遊びをする
	題材の目標：
体全体を使って広い空間をひもなどで形づくることを通して，場所の様子を変える活動を楽しむ。
〔共通事項〕との関連：
ひもをつないだり結んだりしてできる形や色をとらえ，場所の様子を変えるイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分たちの活動によって，身の回りの見え方を変えることに面白さを感じ取る子ども。
	○広い空間でひもをつないで場所の様子を変える活動に興味をもつ。
○思い付いたことを試したり，つくり方を工夫したりして，友人とともに造形活動を展開しながら自分のイメージを形にしていく。
○自分が気に入ったところをデジタルカメラで撮影して鑑賞するとともに，活動した場所を元通りに片付ける。
	（関）教室や校庭などの広い空間で体全体を使ってひもをつなぐことを楽しもうとしている。
（想）ひもをつなぐ場所からイメージを広げたり，ひもをつないでできる形を考えたりしている。
（技）ひものつなぎ方や結び方，空間での張り方を工夫している。
（鑑）友人に教えたり話したりしながら，ひもの色の組合せや結び方が形づくる造形の面白さに気付き，感じ取っている。
◎（関）ひもをつなぐ活動に興味をもち，進んで場所の特徴などを生かして活動を楽しもうとしている。
	教師：毛糸，梱包用のひも，デジタルカメラ　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
場所の変化に目を向ける題材は，高学年の造形遊び５・６上p.18・19「あんなところでこんなところで」や５・６下p.24・25「ひらいてみると」などの題材における「周囲の様子を考え合わせる」活動につながる。

	p.36・37
ハッピー小もの入れ
（２～６）
工作に表す
	題材の目標：
紙粘土と空き容器を組み合わせて，日常生活で使える小物入れをつくる。
〔共通事項〕との関連：
小物入れを生活の中で使う様子を想像しながら形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の発想や工夫によって，生活を楽しくできることに喜びを感じる子ども。
	○自宅などで整理するときに使う小物入れにはどんなものがあるかを発表し合う。
○使いやすい小物入れや使って楽しくなる形や色，機能性，飾りなどを友人と話し合いながら考える。
○できた小物入れの中に実際に小物を入れて，その機能や工夫した点などについて紹介する。
	（関）日常生活で使いたくなる楽しい小物入れをつくることに取り組もうとしている。
（想）楽しく使いやすい小物入れに入れるものや，置く場所に合わせてつくりたいものを考えている。
（技）粘土の色や色の組合せ，飾り付け，使いやすい形などを工夫している。
（鑑）できた小物入れを使い，使い心地を味わっている。
◎（想）楽しく使いやすい小物入れに入れるものや置く場所に合わせて，形や大きさなどをいろいろ試しながら考えている。
	教師・児童：空き容器（ビン・ペットボトル・トレイなど），粘土板，モール，ビーズなどの身辺材，セロハンテープ
など
教師：紙粘土，粘着テープ　など
児童：水彩用具一式，粘土べら　など
	道徳との関連：
「１-（１）自分でできることは自分でやり，よく考えて行動し，節度のある生活をする。」
「１-（５）自分の特徴に気付き，よい所を伸ばす。」などと関連が深い。自分の生活を快適でよりよいものにするための工夫を考えることと関連している。

	p.38・39
ここがお気に入り
（１～４）
鑑賞する
	題材の目標：
身の回りにある場所を，小さい「わたし」の目で見て，お気に入りの場所に変え，紹介し合う。
〔共通事項〕との関連：
身近な場所の形や色をとらえ，小さい「わたし」のお気に入りの場所のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
身の回りに関心をもち，その特徴やよさを感じ取る子ども。
	〇教室や図工室などからお気に入りの場所を見付け，その場所のよさや特徴に気付く。
〇そのよさや特徴からポーズを考え写真撮影する。
〇見付けた場所に小さい「わたし」を設置しながら，お気に入りの場所を思い描く。
〇よりお気に入りの場所にするために，材料や方法を工夫して表す。
〇友人のお気に入りの場所を訪ね，よさや工夫の面白さを話し合ったり，小さい「わたし」の写真を使って遊んだりする。
〇お気に入りの場所をいろいろな方向から眺め，一番よいと感じる方向を見付けてデジタルカメラで撮影する。
	（関）見慣れた場所の新しい面白さを見付けることを楽しもうとしている。
（想）見付けた場所がどのようにすればより楽しい場所にするのか考えている。
（技）思い描いたお気に入りの場所になるように材料や用具の使い方を試しながら表している。
（鑑）お気に入りの場所を紹介し合って，よさや面白さを見付けている。
◎（鑑）お気に入りの場所の特徴やよさを伝え合い，互いの場所を行き来する交流からよさや面白さを感じ取っている。
	教師・児童：セロハンテープ，身辺材　など
教師：デジタルカメラ，ラミネーター，加工用フィルム，カッターナイフ，カッターマット
など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	道徳との関連：
「１-（５）自分の特徴に気付き，よい所を伸ばす。」
「４-（４）先生や学校の人々を敬愛し，みんなで協力し合って楽しい学級をつくる。」などと関連が深い。

	p.40・41
クリスタルファンタジー
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
光を通す材料の組合せ方を工夫して，思い付いたものになるように立体に表す。
〔共通事項〕との関連：
光を通す材料の形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
試しながら身近な材料に働きかけ，自分なりの価値や意味をつくりだす子ども。
	○身の回りの透明な材料を集め，活動に期待感をもつ。
○光を通して美しいと感じる材料の組合せ方を考える。
○透明感や光を通す感じを生かしながら組み合わせたり，つないだりして工夫してつくる。
○自分の作品に名前を付け，友人と互いに見せ合ったり話し合ったりして鑑賞する。
	（関）光を通す材料を組み合わせて立体に表すことを楽しもうとしている。
（想）光を通すと面白く見える形や色の組合せを考えている。
（技）思いに合うように材料の組合せ方を工夫している。
（鑑）友人と作品を見せ合ってよさや面白さを見付け，感じ取っている。
◎（技）自分なりのイメージに合わせた切り方や組合せ方，接合の方法を工夫している。
◎（鑑）友人と光を通して作品を見るなどしてよさや面白さを感じ取っている。
	教師・児童：光を通す透明な材料（ペットボトル・たまごパック・ゼリー容器・アイスのスプーンなど），セロハンテープ　など
教師：ＬＥＤライト，色セロハン，両面テープ，透明粘着テープ，ビニルチューブ，プラスチック段ボール，ペットボトルばさみ，きり，化学接着剤　など
児童：はさみ　など
	他の題材との関連：
１・２下p.10・11「ひかりのプレゼント」（造形遊びをする）との関連が深い。低学年で光を通す材料に触れておくことが，本題材に取り組む際の材料集めや発想・構想の広がりにつながる。

	p.42・43
まほうのとびらをあけると
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
扉の向こうに広がる不思議な世界を想像し，表し方を工夫して絵に表す。
〔共通事項〕との関連：
扉の向こうの世界を想像しながら形や色をとらえ，イメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
仕組みを生かし工夫して表しながら想像することを楽しむ子ども。
	○教科書の参考作品を見て，扉の向こうに広がる世界の面白さに気付く。
○扉の形や開き方や飾り方について考え，伝えたいことがよく分かるように，魔法の扉の向こうに広がる世界のかき方を工夫して表す。
○自分や友人のかいた絵を見て，よさや面白さを話し合う。
	（関）扉の向こうに広がる世界を想像し，絵に表すことを楽しもうとしている。
（想）扉の向こうに広がる世界の様子を想像し，表したいことを考えている。
（技）表したいことに合わせて，かき方や身近な材料の使い方を工夫している。
（鑑）自分や友人のかいた絵を見て，扉の向こうの世界について話し合い，よさや楽しさを味わっている。
◎（想）不思議な世界に合わせて，扉の形や様子についても考えている。
	教師・児童：身辺材
など
教師：画用紙，色画用紙，カッターナイフ，カッターマット　など
児童：水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス，はさみ，のり
など
	他の題材との関連：
扉の向こうの世界を想像して表す本題材は１・２下p.8・9「ひみつのたまご」（絵に表す）からつながっていて，３・４下p.16・17「まぼろしの花」（絵に表す）へとつながる題材である。扉という仕組みを提示することで子どもの想像がより広がるようになる。

	p.44・45
ゴムの力で
トコトコ
（４～６）
工作に表す
	題材の目標：
ゴムの力で動く楽しいものを，身近な材料を使い，仕組みを組み合わせてつくる。
〔共通事項〕との関連：
ゴムの力で動く仕組みから生まれる形や色をとらえ，つくりたいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
動く仕組みと身近な材料を組み合わせ，工夫して遊ぶものをつくり楽しむ子ども。
	○教科書の参考作品やつくり方，あらかじめ教師がつくったものが動く様子などを見て，表したいもののイメージをもつ。
○教科書や実際の仕組みを参考にして，動く仕組みをつくる。その際，イメージに合った空き箱や空き容器を選ぶようにする。
○空き箱や空き容器に他の材料を組み合わせ，表したいもののイメージを表す。
○自分や友人がつくったものを実際に動かしてみて，作品の動きや，形，色，イメージなどのよさや面白さを見付ける。
	（関）ゴムの力で，トコトコと動く楽しいものをつくることに取り組もうとしている。
（想）トコトコと動く表したいものを見付け，空き箱や空き容器などを組み合わせて，つくりたいものを考えている。
（技）表したいイメージに合わせて，仕組みのつくり方や身近な材料の組合せ方を工夫している。
（鑑）自分の意図や目的を話したり友人の話を聞いたりしながら，作品の共通点や相違点，工夫などを見付けている。
◎（技）表したいイメージになるまで，仕組みと身近な材料の組合せ方やつくり方を変えたり，繰り返し工夫したりしている。
	教師・児童：空き容器，空き箱，セロハンテープ　など
教師：輪ゴム（折径6～14cm程度），乾電池，たこ糸，ゼムクリップ，色画用紙，カラービニルテープ，カッターナイフ，カッターマット，化学接着剤　など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	他教科等との関連：
理科における「ゴムの働き」との関連が深い。理科で学習した後に学んだ知識を生かして活動することで，知識を活用でき，発想も広がる。

	クルクル
（４～６）
工作に表す
	
	○教科書の参考作品やつくり方，あらかじめ教師がつくった仕組みで動く様子を見て，表したいもののイメージをもつ。
○教科書や実際の仕組みを参考にして，動く仕組みをつくる。その際，イメージに合わせて軸の数を決める。
○クルクル回ると楽しいと考えるものを，色画用紙の端材などでつくったり，つくったものと竹ひごとのつなぎ方を工夫したりして表す。
○自分や友人がつくったものを実際に動かしてみて，作品の動きや，形，色，イメージなどのよさや面白さを見付ける。
	（関）ゴムの力で，クルクルと動く楽しいものをつくることに取り組もうとしている。
（想）クルクル回る動きを基に表したいことを見付け，空き箱や身近な材料でつくりたいものを考えている。
（技）自分が表したいイメージに合わせて，仕組みと身近な材料との組合せ方やつくり方を工夫している。
（鑑）自分の意図や目的を話したり友人の話を聞いたりしながら，作品の共通点や相違点，工夫などを見付けている。
◎（技）表したいイメージになるまで，仕組みと身近な材料の組合せ方やつくり方を変えたり，繰り返し工夫したりしている。
	教師・児童：牛乳パックか同形状の空き箱，セロハンテープ，モールや包装紙などの身辺材　など
教師：輪ゴム，たこ糸，竹ひご，ストロー，色画用紙，木工用接着剤，化学接着剤，両面テープ，カラービニルテープ，ホチキス
など
児童：サインペン，はさみ，のり　など
	

	p.46・47
ねん土マイタウン
（２～４）
立体に表す
	題材の目標：
自分が住んでみたい街について想像を広げながら，粘土の形や形の組合せを工夫してつくる。
〔共通事項〕との関連：
粘土の形を変えながら住んでみたい街を想像して，つくりたい形のイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
自分の思いを大切にして，友人とかかわりながら，街や未来をつくっていくことを楽しむ子ども。
	○粘土を丸めたりのばしたりして面白い形づくりや形見付けなどの活動をする。
○自分が行ってみたい街，住んでみたい街について想像し，発表する。
○粘土遊びでできた形を基にしたり，組み合わせたりして街にあったら楽しいと思う建物などを想像しながらつくる。
○できた街を友人と一緒につなげたり，街を散歩するように見たりして，街の面白さや自他の表現のよさを味わう。
	（関）自分の気持ちを込めた楽しい街を想像し，粘土で表すことに取り組もうとしている。
（想）表したい街の様子が表れるように，組み合わせた形の面白さを生かして，建物などの形や配置を考えている。
（技）自分のイメージに合わせ，粘土の加工や接合の方法などを工夫している。
（鑑）できた作品や街の中の様子について話し合い，表現のよさをとらえている。
◎（技）自分の想像した街のイメージに合わせ，自分なりの特徴ある街をつくるために，粘土の形を様々に変えたり組合せ方を工夫したりしている。
	教師・児童：粘土板
など
教師：切り糸　など
児童：油粘土，粘土べら，雑巾　など
	道徳との関連：
「４-（５）郷土の伝統と文化を大切にし，郷土を愛する心をもつ。」と関連が深い。また社会科の地域社会の学習とも関連を図ることができる。

	p.48・49
いろいろうつして
（４～６）
絵に表す
	題材の目標：
版の形や材料，写し方を工夫して表す。
〔共通事項〕との関連：
いろいろな材料を写してできる形や色をとらえ，それを基に表したいもののイメージをもつ。
育てたい子どもの姿：
転写したり複製したりする表現に興味をもって，表し伝えていきたいと思う子ども。
	○教科書の参考作品を見て，版に表すことの面白さについて友人と話し合い，版を使った表し方がいろいろあることに気付く。
○表したいことを見付け，どのような形や色で表したいか，版の形や色，材料を考える。
○自分の思いに合った表現をするために，表し方を工夫する。
○自分や友人の作品を見て，写し方の工夫について話し合い，それぞれの作品のよさや面白さを感じ取る。
	（関）版やローラーで工夫して写すことに取り組もうとしている。
（想）表したいことに合った材料や，形・色などを考えている。
（技）版の置き方やインクの付け方を工夫している。
（鑑）自分や友人の作品を見て，写し方の工夫や表し方のよさを味わっている。
◎（技）版に使う材料の組合せ方や版の置き方，インクの付け方を，自分の思いに合わせて工夫している。
	教師・児童：新聞紙
など
教師：版画用紙，画用紙，版画用具一式，木工用接着剤　など
児童：版に使いたいと思う身辺材，水彩用具一式，サインペン，クレヨン・パス，はさみ，のり　など
	他の題材との関連：
３・４下p.46・47「ほってすって見つけて」（絵に表す）との関連が深い題材である。本題材の活動において版の特徴を知ることで，木版画に表す際の発想や構想の広がりの手助けとなる。


授業以外のページ
	ページ
題材名
	掲載内容
	ページの活用方法

	p.2～4
教科書びじゅつかん
あつまれ！ざいりょう・用ぐ
	児童が材料や用具に関心をもって活動に取り組めるように様々な材料や用具を集めた図版を掲載している。
図版の中から使ったことがある材料や用具を探したり，友人と問題を出し合ったりすることで，材料・用具の取扱いについて興味をもち，表現に生かすことができるように構成している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.6・7
オリエンテーション
見つけたよ ためしたよ
	オリエンテーションは，この学年の児童が1年間の活動を見通すことができるように設定している。様々な活動において発想や構想を広げ，創造的な技能を発揮し，友人と作品を見せ合い，感性を働かせながらつくりだす喜びを味わっている姿を掲載している。
「見つけたよ ためしたよ」という言葉には，失敗を恐れず試していく中で，自分らしい形や色を見付け，その喜びを友人と共有しながら活動してほしいという願いを込めている。
	学年の最初や関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.30・31
図画工作の広がり
作ひんを見てもらおう
	作品はつくるだけでなく，様々な場所に展示していろいろな人に見てもらえること，展示の仕方や展示する場所により，作品の見え方が変わることを知ってもらうために全国各地の展示の様子を紹介している。
校内での展示，野外での展示，地域の施設での展示の様子を掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。

	p.50・51
ぞうけいのもり
みて・かんじて・かんがえる
つくる人
	児童が，図版を見ながら自由に様々なイメージをもつことで発想や構想を広げ，想像する楽しさを体験し，表現への意欲がもてるように設定した。
生活を楽しく豊かにするために様々な技術を使ったものづくりをする人々を紹介し，制作方法や用いられている材料や道具を考えながら見ることで，身の回りにあるものにも興味をもって接することができるように構成している。
	他教科などや道徳の時間などとも関連させ，必要に応じて適宜扱うものとする。

	p.52～57
つかってみよう ざいりょうと用ぐ
	自分のイメージを表すため，材料や用具の特徴について知り，安全で適切な扱い方を身に付けられるように設定した。学習指導要領に示された材料や用具を中心に掲載している。
水彩絵の具の使い方と技法，金づちの使い方，釘抜きの使い方と釘の種類，小刀ときりの使い方，写真の撮り方，ペットボトルの加工の仕方，穴あけパンチ，かきべら・切り糸の使い方などについて掲載している。
	関連した題材で適宜扱うものとする。


















